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【研究ノート】
内モンゴル自治区におけるモンゴル民族学校の実態
─ モンゴル人学生の言語使用に関するアンケート調査から
Concerning the Actual Conditions of Mongolian Minority Schools 
in the Inner Mongolia Autonomous Region: 
From a Questionnaire Survey on Language-use of Mongolian Students 
ボルジギン・ムンクバト
BORJIGIN Monkbat
要旨　内モンゴル自治区における牧畜地域出身のモンゴル人児童・学生の言語使用実態を
明らかにするのが目的である。内モンゴル自治区には開発などの名目で外部からの人口が
増え、漢族の人口比率は増加しつつある。更に、モンゴル語と漢語の言語接触環境におい
ては漢語が優勢になっている。都市部はもちろんのこと、牧畜地域にも変化の波が押し寄
せている。牧畜地域から町に移動させられた子どもたちにとって、生活環境の変化は何よ
り大きなものであると考えられる。そこで子どもたちの生活の中でのことばの使用状況を
分析した。学生たちの言語使用状況を把握するため、家庭、学校、友人同士、買い物の
四つの場面における言語使用について、「①モンゴル語のみ、②モンゴル語が多い、③モ
ンゴル語と漢語を半々、④漢語が多い、⑤漢語のみ」の五つの回答から選択してもらっ
た。モンゴル人学生がモンゴル語を中心的に使うことが期待的であるが、買い物をするに
あたっては、使用言語がモンゴル語から漢語へとシフトしていることが明らかにみて取れ
る。このことから、モンゴル語が家庭あるいは学校という場面で使う、限定された言語と
なっている一方である。一歩社会に踏み出れば漢語の世界が広がっているという実態が浮
かびあがってくる。
1　はじめに
　本調査の目的は、内モンゴル自治区（以下内モンゴルと記する）の牧畜地域における遊
牧民の家庭に生まれ育ったモンゴル人学生 1）に焦点を当て、彼らの言語使用の実態を明ら
かにすることである。遊牧民は経済的弱者であり、生活・文化のあらゆる面から考えて、
彼ら子弟の教育は重要な課題となっている。また、遊牧民たちは都市部から離れて生活を
しているため彼らの言語生活は都市部の状況と異なる場合がある。つまり、モンゴル語と
漢語の重要度には地域差がある（佐々木 2011:131）。
　まず、言語使用の背景からみる。中国における少数民族教育では二言語教育が行われ
てきた（岡本 1999:115）。その二言語教育における政策と実態は少数民族それぞれに応じ
て落差があることが指摘されている（岡本 1999:117）。「二言語教育」は、内モンゴルでは
「漢語教育」の「美称」のようなもので、実際には「二言語教育」と称される政策がとら
れる前から漢語教育が推し進められていた（愛知大学現代中国学会 2004:29）。現状では、
1）　モンゴル人学生、本調査では小学生、中学生、高校生、大学学生が調査対象となる。
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少数民族地域ごとの違いもあるが、二言語教育の実態は漢語教育を中心に、民族語を加え
て学習するという方向へと進んでいる 2）。要するに漢語と少数民族言語のどちらに重点が
置かれるかが問題となっている。少数民族とって母語教育は死活問題である（『読売新聞』
2010年11月27日朝刊）。内モンゴルの場合は、このように事実上モンゴル語と漢語の二言
語教育が行われ、その上に外国語として英語が履修されることになっている。地域によっ
てモンゴル語が排除され、漢語と英語の二言語教育を好む傾向も強まってきている。その
背後には漢化の強い影響とグローバル化の促進がある（トクタホ 2009:47）と考えられる。
内モンゴルにおけるモンゴル民族の教育に関しても、実情を見ると数々の課題や矛盾を抱
えている（須川 2011；格日楽 2007）ことが挙げられる。内モンゴルの民族言語・文字の
使用に関しては、「内モンゴル自治区モンゴル語・文工作条例」3）というモンゴル語使用権
限を保障する法律的規定が施行されている。モンゴル語・文字の保護、使用、学習につい
て、モンゴル人が自らその権限を求め、活用化・実用化させる責務がある（G・サインバ
ヤル 2009:108）と考えられる。近年は内モンゴル全土にわたって、モンゴル語・文字の使
用を広く宣伝し発展を促進させるための取り組みが広く行われている。しかし、学校教育
では、民族学校の高校は理科系の授業を漢語で教なければならないという「法案」が広が
り、議会で可決される見通しである（R・エルドムト 2005）という。それは、漢化を促進
させるものだと考えられる。漢化は少数民族にとって「発展」や「革新」ではなく、「後
退」、「迷走」である（R・エルドムト 2005）という強い批判があり、民族語による教育の
維持が訴えられている。都市部はもちろんのこと、牧畜地域においても言語使用に漢化の
影響が及んでいる。
　2000年以降は特に、牧畜地域において多方面で変化が起きている。自然環境保護の名
目で「生態移民」4）、「禁牧」5）など様々な政策が実施されている。同時に、資源開発が急
ピッチですすめられ、遊牧民の生活基盤の維持そのものが危惧されている。開発などの名
目で外部からの人口が増え、漢族の人口比率は増加しつつある。その人口変動はモンゴル
民族の教育に間違いなく大きな影響を及ぼしている（トクタホ 2009:60）と考えられる。
漢族の流入によって、モンゴル語と漢語の二つの言語接触が見られる現場においては、社
会的に漢語が優勢になっている。その影響からモンゴル語自体の存続が危機にさらされて
いる。例えば、モンゴル語は漢化の影響を受け、親族名称の中にまで漢語による表現が入
り込んでいる（フレルバートル 2009:146）。また、モンゴル語の会話における漢語の借用
（イリチ 2012）、漢語からの影響（Kuribito 2008）というようなモンゴル語と漢語の混合使
用などについて研究した論説も多数見られる。言語教育の分野でも、内モンゴルにおける
「母語教育」「二言語教育」「三言語学習」などの点で多くの問題を抱えている。筆者はこ
うした状況におかれているモンゴル民族の教育に焦点を当ててきた。例えば、民族学校の
2）　Erdemtü, R「二言語教授について（qous kele ber kiqiyeleku gedeg-ün tuqai）」
　　http://www.holvoo.net/article/articleView.do?id=8a72e37c-5d7b-495f-aafe-f7ed8d1ec7c5（2012年 2月16日
最終アクセス）。
3）　「内モンゴル自治区モンゴル語・文工作条例（Öbör mongγol-un öbertegen ǰasaqu oron-u mongγul üge 
hele üsug bičig-ün aǰil-un dürim）」は2005年 5月 1日から実行された。当条例は総則、学習と教育、使用と
管理、科学研究と規範化・標準化、法律上責任、付則の 5の章、40の項目からなる。
4）　生態移民とは、ある地域が特殊な生態の保護（自然保護地域）や修復（砂漠化などによる自然環境
の悪化による）を受けざるを得ない状況で、その地域から移動させられる人々のことである。
5）　「禁牧」、牧草地の長期的に利用に対する禁止。
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統廃合やモンゴル人学生の学校選択の変容などがそこに含まれる（ムンクバト2012）。
　今回、上述したような背景をもつモンゴル人学生の言語使用に関するアンケート調査を
行った。牧畜地域から町に移動させられた子どもたちにとって、生活環境の変化は何より
大きな試練であると考えられる。そこで子どもたちの移動先の生活の中でのことばの使用
状況を考察する。
2　調査概要
　本調査は 6）、内モンゴルの首府のフフホト市とシリンゴル盟 7）の西部の五つの市や旗の、
モンゴル民族学校に在籍するモンゴル人学生を対象に実施した。シリンゴル盟（図 1）
は、内モンゴルの中部に位置し、北はモンゴル国に隣接した牧畜地域である。今回は 4校
（小学校、中学校、高校、大学それぞれ一つの学校）を選び、合計で121人の学生を対象に
実施したアンケートを分析し考察をする。調査対象者の内訳は小学生が46人、中学生が31
人、高校生が20人、大学生が24人である。性別にみれば、男子学生は41%で、女子学生は
59%である。
　アンケート用紙の内容は次の通りである（表 1）。問 1から問 5までは、学生の基本情
報で、学年、性別、年齢、両親の職種、出身地について書いてもらい。問 6は、家庭、学
6）　本調査は2012年11月 1日から23日の間 3週間にわたって内モンゴルの牧畜地域中心を実施されたも
のである。
7）　内モンゴルにおける行政区画の名称は表の通りである。シリンゴル盟には、東ウジムチン旗西ウジ
ムチン旗、アバガ旗、東スニド旗、西スニド旗、ショローフフ旗、ショローンチャガン旗、フベートシャ
ル旗、タイフス旗、ドロンノール県、エレンホト市、シリンホト市がある。
自治区レベル 市 盟（aimaγ）
県レベル 県・区・州 旗（qošiγu）
鎮レベル 鎮 ソム（somu）
村レベル 村 ガチャ（γačaγ_a）
図 1　内モンゴルのシリンゴル盟
（http://www.xlgl.gov.cn; http://www.xiwuqi.comを参考に作成）
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校、友人同士、買い物の 4つの場面におけるモンゴル語、漢語の使用状況について回答し
てもらった。問 7と問 8は、学生本人が使うモンゴル語と漢語について「聞く、話す、読
む、書く」の 4技能それぞれについて 5つのレベルによる自己評価をしてもらった。問 9
は、放送やテレビなど文化生活における言語使用に関して、モンゴル語、漢語、英語のど
の言語に中心的に接触しているか、回答を求めている。問10は、学校生活における居住
状況を実家、学校の寮、借家、アパートの中から選択してもらった。問11は、学生が現在
通っている学校に関して、どのような理由でその学校を選んだのか回答してもらった。問
12と問13は、学生本人が希望する学歴と職種などである。本稿では、モンゴル人学生たち
の日常生活における言語使用状況を中心に取り上げて分析する。
表 1　学生用アンケート用紙の内容
質問項目 内　　容
問 1〜 5 基本情報
問 6 日常生活中の言語使用状況
問 7、 8 モンゴル語と漢語の４機能別の自己評価
問 9 文化生活における使用言語
問10 学校生活での居住状況
問11 現在在籍中の学校を選んだ理由
問12、13 学生の希望する学歴及び職業
3　アンケート集計から
3-1　家庭背景と学校選択
　まず、調査対象者の家庭環境をみる。親の職種については、父親が牧民という回答が
62.8%、母親が牧民という回答が64.5%で、家庭が牧畜業に従事していることである。遊
牧民の家庭の子どもが非常に高い割合をしめている。その他に公務員、自営業、運転手、
農民という職種も一定の割合をしめる。これらの職種は、親が町に常住し、その町に勤め
ていることを示している。なお、上記の公務員には、警察、幹部、教師、医師、獣医、通
訳の仕事が含まれる。
　モンゴル人学生の中では、モンゴル族学校に通わずに、直接漢族学校に通う学生が増加
している（フレルバートル 2009:101）。この現象はモンゴル族学校の学生の漢族学校への
流出を帰結するものであり、モンゴル民族の教育について考える上では大きな問題の一つ
である。もちろん、民族学校の学生数が減少すればするほど民族学校そのもの存続に直
接的に影響を与えることになる。今回の調査において、学校選択について全体からみれ
ば「親の思い」という回答が比較的に多く、26%をしめる。それに平行して「この学校は
いい」という項目も26%占めている。特に小学生の回答の中にそのような回答が目立つ。
「この学校はいい」とはどういうことかに関して様々な回答が見られる。たとえば、大学
生の中では「この学校の知名度が高い」「この学校は有名」だという記入例がある。小中
学生は、「管理がいい」「教育のレベルが高い」「この学校は設備がいい」などと記入して
いる。中でも小学生の「環境がいい」という回答例が非常に多い。小学生のそのような
「学校の環境がいい」という表現の裏には、やはり親からの影響があると思われる。小学
209
内モンゴル自治区におけるモンゴル民族学校の実態（ムンクバト）
生による「管理がいい」「教育のレベルが高い」といった評価は、親や社会的な評価に強
い影響を受けているものだと考えられる。小学生が学校について全体的に把握してそのよ
うな評価判断をするのは難しいと思われるからである。
　通学状況については、町出身の学生が実家から通学している一方で、牧畜地域出身の学
生は寮に下宿し、その割合は64%をしめている。小学一年次から親元を離れて寮の生活を
強いられることは、子供たちにとって大きな試練となる。このため、アパートなどに住ん
でいる学生が17%をしめ、それがほとんど小中学生となっている。
3-2　生活の中での言語使用
表 2　生活環境と言語使用
単位：%
場面別 家　庭 学　校 友人同士 買い物
①モンゴル語のみ 75.1 53.7 54.5 1.7
②モンゴル語が多い 14.9 32.2 30.6 4.1
③両方 9.1 11.6 13.2 24.8
④漢語が多い 0.8 0.8 0.8 39.7
⑤漢語のみ 0 0 0 28.1
無回答 0 1.7 0.8 1.7
　学生たちの言語使用状況を把握するため、家庭、学校、友人同士、買い物の 4つの場面
におけるモンゴル語と漢語の 2つの言語の使用頻度について、「①モンゴル語のみ、②モ
ンゴル語が多い、③モンゴル語と漢語両方、④漢語が多い、⑤漢語のみ」の 5つの回答か
ら選択してもらった。表 2の通り、アンケートの集計結果として、モンゴル民族の子ども
たちの言語使用状況は、生活の場面によって相違がある。家庭においてはモンゴル語を使
うという子どもが一番多く、75.1%の学生が「モンゴル語のみ」と回答している。一方、
学校と友人同士という場面でもモンゴル語を使うという回答が全体の過半数をしめ、学校
では53.7%学生が「モンゴル語のみ」と回答し、友人同士でも54.5%の学生が「モンゴル
語のみ」と回答している。それに対して、買い物においては状況が一変して、39.7%の学
生が「漢語が多い」、28.1%の学生が「漢語のみ」と回答している。すなわち、全体の学
生の中で 6割以上の学生が買い物をする時には漢語にたよる傾向がみられた。
　表 3では、買い物における言語使用を学校種別にみたものである。小学生から大学生ま 
表 3　買い物における言語使用を学校種別にみる
単位：%
買
　
い
　
物
学校種別 小学 中学 高校 大学
①モンゴル語のみ 0 6.5 0 0
②モンゴル語が多い 0 3.2 10.0 8.3
③両方 30.4 22.6 45.0 0
④漢語が多い 30.4 32.2 40.0 66.7
⑤漢語のみ 34.8 35.5 5.0 25.0
無回答 4.3 0 0 0
合計 100 100 100 100
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で年齢差による言語使用に相違があるかをみた。ここでは対象者を学校種別にそれぞれ
100%とし、その中にしめる割合から比較している。「③モンゴル語・漢語両方、④漢語が
多い、⑤漢語のみ」の 3つの回答が高い割合をしめていることがわかる。大学に限って言
えば、調査対象者の在籍する学校がフフホト市、比較的大都市になるため、モンゴル語が
使える条件がないことがはっきりとわかる。そういうことから買い物において漢語が使わ
れていると言えるが、それはあくまでも地域的差異とも言える。しかし、小中高校の場合
は比較的モンゴル語が頻繁に使える環境であるにも関わらず、いずれの段級においても漢
語の使用が高い割合をしめている。特により若い年齢層の小中学生の場合で、「漢語が多
い」、「漢語のみ」という回答の合計がそれぞれ60%を超している。
3-3　学校における言語使用の事例
　表 2からわかるように、学校ではモンゴル語を使う場合が多いという結果が出た。一
方、子どもたちの学校における状況を観察した限りでは、友達間でも漢語を使って話して
いる現象がみられた。たとえば、エレンホト市 8）のE1 9）小学校がそのひとつである。エレ
ンホト市のモンゴル族の学校は、モンゴル国からの学生を受け入れている点で、内モンゴ
ルの他の地域のモンゴル族学校にはない特徴をもっている。もう一つの特徴は、校内の
案内や標識にモンゴル文字、漢字とキリル文字の三種類の文字が記載されていることで
ある。図 2はエレンホト市のモンゴル族学校の教務係の入り口に飾られてあった看板で
ある。「教務処」ということばが上段は漢字で、中段がモンゴル文字で、下段がキリル文
字10）で書かれている。校内のみならず、当市の商店街の店や売店の看板でも三種類の文字
が記載されているところが多い。
　そこで、当校内での言語使用について、当学校の教頭であるTa氏（男性、50代）に聞
いてみた。
　Ta氏：子どもたちがモンゴル語を使わずに漢語を使って会話をする現象は内モン
8）　エレンホト市（Eriyen qota）は、内モンゴルのシリンゴル盟の西北部に位置し（本文の図 1）モン
ゴル国と内モンゴルを結ぶ国境の町である。
9）　本論文では、人物名や学校名を匿名とする。E1は筆者の資料番号で学校名である。
10）　キリル文字は、モンゴル国で使われている。モンゴル語をキリル文字に転写して書く。モンゴル国
では1940年代にキリル文字を導入した。
（エレンホト市のE1学校校内、2012年11月 9日筆者撮影）
図 2　校内看板
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ゴル全土に起きている。テレビなど日常の生活環境において漢語が中心的になってい
るのが主な原因である。この学校では、子どもに学校でモンゴル語を使わせる環境保
持の改善策として「母語保護者」11）という取り組みを実施した。それは、先ず「子ど
もたちを互いに監視させ」、モンゴル語による会話中に漢語を使わないよう、お互い
に注意させ、次の段階では先生が指導し間違いを直してあげるなどの方法を取った。
それをしばらく実施することで、校内で効果が出てきた。しかし、「子どもの生活の
中の言語使用を制限してはいけない」という教育局側の指導を受け、その取り組みは
中止された。
　牧畜地域における言語使用現状として、このエレンホト市の民族学校が実施した取り組
み事例に注目したい。図 3でわかるようにこの学校には外部地域からの学生が多く在籍し
ている。結果として、当市と当市の各ソム出身の学生が26%と、全体の 4分の 1しか占め
ていないことがわかる。当校の736人の学生中、70%の学生が内モンゴルの全土からきて
いることがわかる。内モンゴルといえども、地域的にいくつかの方言の差があるから子ど
も同士の交流にも影響が出ると思われる。また、モンゴル国からの学生も 4 %をしめる。
（エレンホト市E1小学校の「基本状況2012−2013学年度」を参考に作成）
4　考　察
　今回の調査の結果、内モンゴルにおける牧畜地域の小さな町に移動させられた子どもた
ちの言語使用状況に関して、家庭内においては121人中91人の学生が「モンゴル語のみ」
を使うと回答しており、75.1%という高い割合を示している。それはやはり、遊牧民の家
庭に生まれ育ったことで、モンゴル語が使える環境があると考えられる。しかし、その一
方で家庭や学校において、モンゴル語と漢語の両方を使うと答えた学生も 1割り程度存在
している。更に、買い物をするためには「漢語のみ」、または「漢語が多い」という答え
が多く、全体からみて67.8%の学生が事実上漢語を使用しているといえる。すなわち、買
い物をするにあたっては、モンゴル人学生たちの言語使用がモンゴル語から漢語へとシフ
11）　「母語保護者」をモンゴル語で（ehe hele-ben qamaγalanči）という。
図 3　エレンホト市E1小学校の在籍学生の状況
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トしていることが明らかに看て取れる。このことから、モンゴル語が家庭や学校という非
常に限定された場で用いられる言語となっており、学生たちが一歩社会に踏み出せば漢語
の世界が広がっているという実態が浮かびあがってくる。その裏には、社会的情勢とし
て漢人人口の割合の上昇、漢語使用の頻度の高さといった理由があげられると思う。ま
た、学校という、子どもたちの身近な環境でさえ、自らの民族語であるモンゴル語が十分
に使えなくなっているというのが現状である。少数民族の言語使用に関して法律や条例な
どが次々と施行される中、モンゴル語の使用頻度は依然低く、さまざまな圧力を受けつつ
ある。エレンホト市の小学校の事例からも分かるように、学校側のモンゴル語に対する保
護・維持のための取り組みでさえ上手くいかないことがとても興味深く感じられる。民族
学校だからこそ、教科書の読み書きだけではなく、民族語の使用をサポートし、奨励する
のが当たり前の環境であると考えられる。しかし、上述のように内モンゴルでは教育関連
機関からの制約を受け、学校側の取り組み自体が困難になっているというのが現状であ
る。
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